
吉野川市教育委員会会議録

招集年月日 平成２７年１１月１９日
招集の場所 吉野川市役所東館 ２階 ２２１会議室
開閉会日時 開会 平成２７年１１月１９日 午後３時３０分
開閉会日時 閉会 平成２７年１１月１９日 午後５時２７分
出席委員 委 員 長 中 洋 子

委員長職務代理者 笠 江 俊 文
委 員 菊 川 充 憲
委 員 上 野 準 二
委 員 鹿児島康江
委 員（教育長） 石 川 邦 彦

出席職員 教 育 次 長 貞 野 修 二 教 育 次 長 寒 川 健 治
教育総務課長 井 上 泰 男 学校教育課長 住 友 美 香
生涯学習課長 吉 永 正 雄 学校再編準備室長 片 山 富 造
給食センター所長 岡 田 英 晴

議案
（１）吉野川市アメニティセンター及び吉野川市高越弓道場の指定管理者の指定について

（秘密会）
（２）吉野川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告示について
（３）平成２７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書について
（４）土曜授業の実施及び長期休業日の短縮の実施について

報告事項
（１）学校再編について

教育長報告

その他

会議の経過

委 員 長 ただいまから、吉野川市定例教育委員会を開会します。

委員６名出席されており定足数に達しています。

前回の会議録の承認をお願いします。(前回会議録署名委員承認）

今回の会議録署名委員に、菊川充憲委員、鹿児島康江委員を指名。

本日の、議案第１号「吉野川市アメニティセンター及び吉野川市高越弓道場の指定管

理者の指定について」ですが、これは吉野川市議会１２月定例会に提出予定であり、ま

だ公表されていない議案であるため、秘密会にしたいと思いますがいかがでしょうか。

委 員 異議なし。

委 員 長 ご承認頂きましたので、吉野川市教育委員会会議規則第７条の規定により、議案第１

号については秘密会とします。

【秘密会】

委 員 長 秘密会はここまでとします。

それでは「吉野川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告示につ

いて」事務局より説明をお願いします。

住友学校教育課長 吉野川市私立就園奨励費補助金交付要綱（平成２４年教育委員会告示第４号）の一部

改正について説明いたします。
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平成２７年度「幼稚園就園奨励費補助金交付要綱」における国庫補助限度額等の変更

に伴い、「吉野川市私立就園奨励費補助金交付要綱」において補助金を交付する際に必

要な事項を変更するものです。第３条「補助金の額」の第１項の内容を改めるとともに、

各号を削除します。また第３条関係の別表の第１項、第２項の補助限度額を改めます。

私立就園奨励費補助金は、吉野川市に住所を有し、私立幼稚園に３歳から５歳を通園さ

せている保護者で、市町村民税の所得割課税が国の定めた基準以下の世帯が対象とな

り、幼稚園教育の振興を目的に、私立幼稚園への通園児をもつ家庭の経済的負担を軽減

するため、保育料等の一部を補助する事業です。この制度は、国（文部科学省）の幼稚

園就園奨励費補助金を財源の一部としています。平成２７年度の対象園は「白うめ幼稚

園」のみで、対象者は５歳児３名です。

委 員 長 ありがとうございました。ただいまのご説明に対し、何かご質問ご意見はありません

か。

委 員 市内の保護者が、市内の幼稚園に通わせる場合ということですか。

住友学校教育課長 めぐみ幼稚園は「子ども・子育て支援新制度」に移行し、白うめ幼稚園だけがそちら

の制度に変わらないということで、この就園奨励費補助に該当し、白うめ幼稚園に通園

している５歳児が３名います。

委 員 長 白うめ幼稚園は徳島市国府町にある幼稚園ですよね。

石川教育長 吉野川市内からそちらに通っている園児に対してということです。

住友学校教育課長 白うめ幼稚園が「子ども・子育て支援新制度」に移行していないということです。

委 員 長 移行している園と移行していない園の差というか、移行していない園に通っている子

が損しない措置になっているということですね。

住友学校教育課長 そうです。

石川教育長 今年度はこのような形になりますが、来年度以降はわからないですね。

住友学校教育課長 来年度は、白うめ幼稚園が新制度に移行するとなればないですし、人数的にもわかり

ません。

委 員 長 ５歳児の子はもう１年幼稚園があるんですか。

住友学校教育課長 ５歳児が年長ですね。白うめ幼稚園に通う子が新しくできて、白うめ幼稚園が来年も

移行しませんとなれば、来年もあります

石川教育長 白うめ幼稚園は、５歳児のみではないですよね。

住友学校教育課長 ないと思います。

石川教育長 ただ今年度５歳児が３名いるということですね。

住友学校教育課長 そうです。

委 員 長 それでは、「吉野川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告示に

ついて」承認します。

「平成２７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書につい

て」事務局より説明をお願いします。
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井上教育総務課長 この議案につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、教

育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表しなければならな

いこととなっております。

それでは、平成２６年度対象の事業について、報告書の説明をさせて頂きます。

資料の２ページをご覧ください。ここでは、平成２６年度の教育委員の運営状況につ

いて記載させて頂いております。

上段の表をご覧ください。 平成２６年４月１日から平成２６年１１月２５日まで

は、檜委員長及び、中職務代理者としての任期と、各委員、教育長の任期を記載してお

ります。

中段の表をご覧ください。ここでの、平成２６年１１月２６日から同年１２月２５日

は、檜委員としての任期と、後任の中委員長及び笠江職務代理者としての任期、又各委

員の任期を記載しております。

下段の表につきましては、平成２６年１２月２６日から平成２７年３月３１日までの

状況となっております。

つづきまして、３ページをご覧ください。ここでは、教育委員会会議の開催状況につ

いて、回数と開催日を記載させて頂いております。定例会が１２回、臨時会が４回それ

ぞれ開催され、（３）では、開催日を記載しております。（４）では、教育委員会会議

以外の活動として、前期・後期の学校訪問の活動状況です。前期は５月に、後期は１０

月・１１月にご覧の学校で訪問を実施しております。また、次の４ページでは、入学式

や卒業式、研修会等への出席状況を記載しております。

次に ５ページをご覧ください。ここでは、事業の評価として、評価項目別による評

価や、点数付けによるランク別の総合評価、また、その評価結果を踏まえて今後どのよ

うに事業を進めるかを選択しますが、その結果に基づいて評価された結果一覧が、６ペ

ージに記載されております。

なお、７ページからは、事業別の評価シートを添付しておりますので、ご覧頂けたら

と思います。この報告書を議会に提出することにつきまして、内容等も含めご審議頂き

たいと思います、よろしくお願いします。

委 員 長 ありがとうございました。このことについて何かご質問ご意見はありませんか。

これは昨年度もご提出いただきましたね。

委 員 少年の森はどのような施設ですか。

吉永生涯学習課長 少年の森は呉郷団地の南の神社の敷地を無料貸借して、活動センターを作りまして、

その周辺にキャンプ等ができる施設を設けています。しかし時代の流れにより野外活動

の参加者が少なくなってきているような状況で、評価としてはＢという風になっていま

す。年間を通じて利用が少ない施設であるということです。

石川教育長 旧鴨島町のときは、少年の森に小学校の高学年がキャンプに行ったりしていました。

それから比べたら利用は減ってきています。

吉永生涯学習課長 子供会活動が盛んだった時期は、学校や子供会で利用が多かったんですが、子供会活

動が衰退するとともに、利用回数が減ってきたという状況です。

石川教育長 昨年か今年に、青年会議所の利用がありましたよね。

吉永生涯学習課長 はい。今年、青年会議所が少年の森を使って、ウォーキングイベントを行いました。

野外活動以外のイベントで利用されることが年間数件あります。

委 員 長 利用するときはどこかに申請が必要なんですか。
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吉永生涯学習課長 申請は生涯学習課で受け付けていますが、年間を通じて少ない利用件数となっていま

す。なお、使用料は無料です。

委 員 ２８０人とあり、多い感じがしますが。

吉永生涯学習課長 団体で使うので、１つのイベントで数十人くらいは来ますし、個人での申し込みはな

いので、年間にすると数回程度の利用しかありません。

委 員 長 こういうことを世話してくれる大人の方が少なくなっていることも原因かもしれま

せんね。子どもたちは、このような活動をやるよっていったら集まるんでしょうか。

吉永生涯学習課長 子どもたちは決して野外活動をしないということではないと思われますが、横に渓流

が流れていたり、綺麗な景色を見ながらアウトドアをするような場所が人気ですので、

現状の施設では使いにくいというのが正直なところです。

今人気があるのは快適なトイレがあって、駐車場が完備され、広場が整備されている

施設です。環境を整えるためには、お金を投入して大規模整備する必要があり、費用対

効果を考えると現状維持をしていくのが精一杯です。

委 員 施設がだいぶ古くなっていますね。

石川教育長 おっしゃるとおり老朽化というか、建物にしてもトイレにしても施設としての利用と

して本当に来てもらおうと思えば、大規模な改修をしないと難しいですね。今のところ

は現状維持の状態で少しでも増やそうという努力をするということです。

委 員 Ｂになっているものの中に市民コンサートがありますね。

吉永生涯学習課長 市民コンサートについては、いろいろ議論がありまして、実行委員会の中で限られた

予算の中で有名な人を呼ぶというのが非常に難しいところがあり、また、チケット販売

に実行委員さんが大変苦労されているということがあります。文化研修センター、文化

協会、鴨島公民館で同じ時期にクラシックコンサートがあって、同じようなものが３回

重なってしまうのがチケット販売をする側にとって売りづらいということがあり、その

３つを１つにして著名な方を呼べばチケット販売もしやすいということもありますの

で、３者でやり方を見直していく方向です。

委 員 スポーツ関係はかなりお金をかけていて、文化的な事業はこれくらいしかなくて見直

しの形になっていたので。できれば今おっしゃったとおり３つ合同にして１つ大きなも

のにすればチケット販売もしやすいでしょうし、もっともっと文化に触れる機会を市民

に提供して頂ければありがたいなと思います。興味のある方もたくさんいらっしゃると

思いますので、よろしくお願いします。

委 員 長 吉野川市ハーフマラソンは人気がありますよね。

スポーツイベントやコンサート等で吉野川市で開催する場合の他市町村への広報・宣

伝はどのように行っていますか。

吉永生涯学習課長 マラソンは「ＲＵＮＮＥＴ」という全国の大会をすべて網羅したサイトがありまして

そこで検索されたり、過去に出た選手については案内を送付しています。コンサートに

ついては難しいところがありますので、各高校や県内の文化施設、市町村にパンフレッ

トやポスターを送付したり、ＰＲを広く行っています。

委 員 長 他のところの情報はラジオ、四国のローカルテレビの催し紹介等でときどき耳にする

こともあるのでそのような取り組みも良いかもしれません。
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吉永生涯学習課長 市民コンサートについてはＦＭ徳島で告知もしてもらっていますし、徳島新聞にも載

せて頂いており、マスコミを使った形での宣伝活動もしています。事業としてはできる

限りの広報活動をしています。

委 員 長 よろしくお願いします。他に何かございますか。

委 員 特別支援員のことについてお尋ねします。これからも特別支援員は非常に大切な事柄

でもあり、その中で、今年の春に特別支援員の行動がどのような形になって校長先生と

のコミュニケーションを取れているかということをお尋ねしたことがあったと思いま

す。その日の行動を日誌的に残していくということを学校教育課長がおっしゃって、

今現在でも実施はされているんですか。また、どのような効力がありましたか。

住友学校教育課長 年度当初に日誌の様式もお配りしているんですが、その活用については強制的にこれ

を使ってやってください、という風には伝えていないので、各学校によって使い方や頻

度も変わってはきているかと思いますが、現在、校長先生から評価を頂くということは

できていません。

委 員 学校訪問で見させて頂いていても、これから特別支援員は必要だということがひしひ

しとわかります。今現在１７名の方が吉野川市におられるんですが、そういった方達の

人数を増やしていくとか、１７人の方の質を上げていくということをこれから除々に要

望していく必要があると思います。今現在、必要とされている子どものそばにいるだけ

というのでは無く、いろいろな形でサポートができるような質的な向上を目指していか

なければいけないと思います。特別支援員の活動、校長先生・教頭先生とのコミュニケ

ーションについては必要なことだと思いますので、何かそういった評価があるというこ

とを市長部局にも証明をしていかなければいけないと思います。そういったものがあれ

ば、予算要望する時にしても、このような理由で必要なんです、ということがあれば我

々もお話もしやすいですし、活動しているのが見えてくればやりやすいかなという気が

します。できればもう少し充実して頂いて、そのような点を見直して頂ければと思いま

す。

住友学校教育課長 支援員にはアンケート調査を実施し、活動状況や改善点を把握できるように努めてい

るところです。特に、成果・効果については、学校の先生方のご意見ご感想を集めて、

ただ今ご助言頂いた内容を検討していきたいと思います。

委 員 長 合わせて、スクールカウンセラーの方も学校訪問に行く度にすごくお世話になってい

るという言葉を校長先生からお聞きします。今は不登校、いじめ問題が隠れているとこ

ろに対して難しい問題もあると思うので、こちらの方も横ばいという風なところに印が

ついているんですが、できたら増やしていく方向にあってもいいかなと考えています。

学校訪問に行くと、非常に落ち着いてきたような印象がありましたので、支援員やス

クールカウンセラーの方の力もあると思います。よろしくお願いします。

他に何かありますか。

委 員 つつじ学級なんですが、平成２６年度、５名が通室していたようなんですが、この子

どもさんは今現在、学校に帰れたりしていますか。

寒川教育次長 その時の在籍の学年にもよります。中学校を卒業して高等学校にという生徒もおりま

すし、今年の３年生でしたら昨年から入級して、今も続いてという生徒もいます。続い

てというのは、つつじ学級ばかりでなくて、学校にも登校もし週の内何日かはつつじ学

級に通うという状況の子もいます。また新たに全く登校もできないので、まずはつつじ

学級に通う等、それぞれ個々に状況が異なっているところがあります。当然、平成２７

年度に新たにつつじ学級に入った子で今現在つつじ学級を出て学校の方に帰って、一生

懸命頑張っている状況の子もいます。今現在８名が在籍していまして、２学期になって

増えているような状況があるかなというところでございます。
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委 員 相談件数の方で、学校訪問と書かれているのですが、これは相談員が学校をずっと訪

問されているということですか。

寒川教育次長 つつじ学級に籍を置く子だけでなくて、それぞれの学校で休みがちな子どもであると

か、課題のあるような子どもについて、各学校すべて回って頂いて聞き取りをしている

ような状況です。一番は連携を図るというのが非常に大きいです。ですから、入級につ

いても、迷っておられるような子どもさんと保護者の方には、まず体験という形で何日

かつつじ学級での生活をして頂いて、入級するかどうかのご判断を頂くということもし

ています。

委 員 そういうことを密にして頂いて、学校で困っている子が気軽に見に行こうか、という

気持ちになれるようなつながりを深く持って欲しいなと思います。

石川教育長 適用指導教室は今年で９年目になると思います。まず教職員に周知するのに時間がか

かったかなという気がするんですが、この２、３年見ていて、それがだいぶん保護者の

方に紹介ができるような状況になってきていまして、今年度８名というのは最高なんで

す。良いことかどうかはまた問題があるかもわかりませんが、不登校の子どもたち・保

護者・先生方がつつじ学級に行ったらいいんじゃないか、という勧め方をしてきてくれ

ているのかなと。おそらく平成２６年度に比べて今年度の相談件数から通室児童数は確

実に増えてきているという現状があると思います。

一昨日、小学校の校長会が交流センターであり、適応指導教室の先生と中学生の生徒

２人がニコニコしながら体育館に入っているのを見かけました。この子が不登校で学校

に行けないのかなというくらいの雰囲気になってきているのは非常に良いのかなと思

います。寒川教育次長からも話がありましたとおり、つつじ学級に通っている子が学校

に帰っているということができかけているという、やはり大きな意義のある事業かなと

思います。

委 員 長 他に何かありませんか。それではないようですので、「平成２７年度教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書について」承認します。

「土曜授業の実施及び長期休業日の短縮の実施について」説明をお願いします。

石川教育長 これは私の方から提案させて頂いたんですが、ご存じのとおり数年前から国の方針も

ありまして各市町村の方で土曜授業または長期休業時の短縮について、それぞれの市教

委の判断で実施の方向へという意向がありました。県内を見てみますと、今現在２４市

町村ある内、土曜授業を実施しているのは７市町村、それから短縮等を行っているのが、

２４市町村の内、１０市町村が実施しているということです。それぞれいろいろな理由

があって実施しているのですが、基本的には授業時数の確保のため行われているという

ことです。

前回ご提案させて頂いて、今回議題として提出させて頂きました。資料にありますよ

うに、まず土曜授業の実施について、続いて長期休業日の短縮の実施についてと２つの

ものを別のものとして考えていって頂ければと思っています。

土曜授業の実施についてなんですが、資料として１１月９日に行われた、四国地区市

町村教育委員会協議会の研究協議題の中に土曜授業並びに長期休業日の８月末からの

２学期の開始について高知県から議題が出ていました。その時の、それぞれの県の取り

組みについてお話させて頂ければと思います。

高知県においてはいくつかの授業において土曜授業を実施しているということです。

やはり授業時数の確保が課題となっている現状があり、平日の授業日では実施が難しい

教育活動を行うため、土曜授業を検討しているということですが、土曜授業については

部活動や社会体育の大会等から、実際の所、実施しにくいという状況があるということ

でした。それから８月末の２学期を早く開始するということについては、授業時数の確

保しているという市教委もあり、高知県ではそのような現状だということです。

他県はどうですか、という質問があり、愛媛県の教育委員が２０市町あって夏期休業
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時の短縮はどこもしていない、土曜授業についてはそれぞれ教えてくださいということ

で、来られている方では、松山市が土曜授業を行っていないという程度の情報でした。

香川県については、高松市が土曜授業ではなく、土曜学習という形でやっているとで、

何が違うかというと、土曜学習は自由参加ということです。子どもたちにこの日にこの

ようなことをするので集まりませんか、というようなことをやっていて、これは研究し

ていこうとして土曜学習をやっているそうです。教師はボランティアで入っていて普段

の授業日にはしていないが、土曜学習として実施しているということをされているそう

です。夏休みの短縮は、高松市も平成２７年度から実施をしていて、授業は８月２５日

から午前中だけで給食はなしという形で試行的に実施をしているということでした。さ

ぬき市は、夏休みの短縮をやっていて、これは北海道との交流も含めてということで、

さぬき市には普通教室にエアコンもありますし、給食もありますので、できるというこ

とで今やっているということでした。東かがわ市もお話頂いて、東かがわ市は土曜授業

を積極的に平成２３年は年間２０日間実施しており、これは市の方で主催してやってい

ますということで、教員は自由参加で参加者には日当を出しているという話でした。そ

のようなことを平成２３年から始めたのですが、非常に厳しい実態がでてきて、その後

は月に１回、子どもたちも自由参加という方向で少し変更してやっているということで

した。

徳島県は先ほど申し上げたような状況で、三好市、北島町の方からご報告頂いたので

すが、どちらにしろ土曜日については、部活動やスポーツクラブ等がなかなか統一され

ない限りは難しい状況もありますし、どうしても先生方に負担がかかるということで

す。長期休業日に振替をしてといっても、それができないという現状の中で、どのよう

にかならないかということで実施をしているというところでした。

事務局側として、いろいろ相談させて頂いた結果、土曜授業については実施しない方

向でいこうかということを案として出させて頂ければと思います。これは、来年度から

の実施をどうするか、ということでご協議頂けたらと思います。来年度、土曜授業の実

施については、今のところは見合わせていこうという風な案です。

続いて、長期休業日の短縮の実施についてですが、これにつきましては実は昨年度、

小学校校長会の中の代表者１名、中学校校長会の代表者１名、教育委員会に来て頂いて、

校長先生方のご意向としてはどうですかということで、お話を聞きました。先ほど事務

局が案として出させて頂いたように、土曜授業は非常に厳しいと思うと。では、夏休み

の短縮についてはどうかという話をさせて頂いたら、小学校は概ねして欲しいというこ

とでした。というのは、普段の授業が非常に厳しいところがあり、夏休みもできれば子

ども達に早くからしてくれたら時数的に楽になってくると言うことでした。中学校につ

いては、土曜授業はない方が良いと。夏休みについては、別に決めなくても今もすでに

１週間程度ほどんどの生徒が来てやっていますということで、短縮はしなくても良いの

ではという意向がありました。今回これを出させて頂くにあたりまして、小学校校長会

会長、中学校校長会会長、鴨島幼稚園園長と来て頂いて今回の話をさせて頂きました。

事務局としては、土曜日の授業は実施しないが、長期休業日の短縮については考えてい

きたいということを校長会にお願いしていきたいという風にお話させて頂いたら、３名

の園長、校長先生方はその方向で結構ですという結論を頂いています。ただ、短縮する

理由として、単に授業時数の確保だけではいけないな、ということもありまして事務局

で案を作らせて頂いています。本日、これをご協議して頂いたらと思っています。寒川

学校教育次長の方から説明をさせてもらえたらと思います。

寒川教育次長 資料をご覧ください。短縮の理由というところからご説明をさせて頂きます。

まず１点目としましまして、教育活動の充実を図るということです。平成２３年度に

小学校、２４年度に中学校の現学習指導要領が全面実施となり、指導内容の増加に伴い、

授業時数が増加となりました。例えば、中学校であれば、年間９８０時間あったものが、

１，０１５時間という形になっていますし、小学校の時数も増えて、教科の内容などに

ついても時数で１０％増加しているということも文部科学省からいわれています。その

ような状況の中で、教育長からお話ございましたように、何が一番課題になるかと言い

ますと、学校の授業時数確保ということが大きな課題となっています。その点について、

これまでも各学校で先生方の個々の努力でカバーしてきましたが、この際夏休みを短縮
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し教育活動を行うことができる期間を増やすことによって、教育活動を充実させること

が可能となるのではないかというのが１点目です。

続いて２点目は、臨時休業措置への対応を図るということで、毎年、台風や冬季から

春先にかけてのインフルエンザによる臨時休業措置への対応が相次いでいます。今年に

ついても、台風で１日半が臨休になっていますし、昨年度も同じように１日半臨休にな

っているような状況です。それから、インフルエンザの状況もございます。そのため、

学校においては授業の取り返し等、授業時数の確保に苦労してきた経緯があります。さ

らに、平成２４年４月からは法律が変わりまして、インフルエンザの出席停止の期間の

基準が「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」とされ、学

級・学年閉鎖の期間が延びる状況が見られるようになってきています。

それから、３点目でございますが、学校行事など柔軟な対応ができるということで、

夏休みを短縮することにより、学校の実情に応じた教育課程の編成や教育内容における

創意工夫をより図ることができます。例えば、吉野川市で考えてみますと２学期に予定

されている中学校の文化祭や小学校の運動会などの学校行事のための準備や練習の時

間として活用することが考えられます。

それから４点目としまして、子どもとふれあう時間を確保するということで、学校で

は放課後の時間も非常に慌ただしくなり、子どもたちと教師がゆっくりと話す時間も少

なくなってきているのが現状でございます。夏休みを短縮した分、柔軟な時間割編成も

考えることができ、子どもとふれあう時間を確保するなど、放課後の時間を充実させる

ことができるのではないかと思われます。このような理由で考えさせて頂いています。

条件整備としまして、暑さ対策等の環境が整備されているということで、具体的には、

幼・小・中学校における教室等のエアコン設置が整備されているということです。あ

と、給食センターがございますので、短縮した時に授業を始めても給食を提供すること

が可能ですので、昼からでも５時間、６時間の授業ができるという状況です。また、ス

クールバスの運行についても可能ということが言われています。

そのような理由や条件が整っていることで、具体的にどれだけということになります

と、まず今考えているのは５日間の短縮を考えています。そうなりますと、来年度、こ

れを初めて実施した場合、夏期休業日が７月２１日から８月３１日までだったものが、

５日間短縮しますと、７月２１日から８月２６日までが夏期休業日ということになりま

して、８月２７日から２学期を始めるということになります。ちなみに、ご審議いただ

いて、来年度実施するとなれば、２７日、２８日は土曜日、日曜日となりますので、来

年度は実質３日間となります。

先ほど教育長からのお話にございましたように、長期休業を実施しているところは１

０市町村あるのですが、市の方は４市でございます。鳴門市は今、中学校だけという状

況で、ではなぜ小学校は実施しないのかについて、お話を聞きますと、小学校にはエア

コンが設置されていない、中学校はエアコンが設置できたのでということでございまし

た。阿南市は２学期制だったので、秋・冬をそれぞれ１日短縮して２日間という状況で

す。阿波市は今年度、試行で５日間実施し、来年度は７日間にしようかというようなと

ころで協議中ということでした。三好市は本市の案と同じように５日間というような状

況であと三好市の場合は、１月の始まりを１月７日にするのと、４月の始まりを４月７

日としてトータル７日間ということで運用している状況です。このようなことで、案と

して出させて頂きますのでご審議をお願いします。

委 員 長 ありがとうございました。それではこの件に関しまして、何かご質問ご意見はありま

せんか。

委 員 土曜日は賛成です。中学校の先生でしたら、部活を土曜日、日曜日、ほとんどされて

いると思います。朝から夕方の場合もあるし、遠征などの場合もあると思います。

夏休みは、一番暑いのはお盆までで、クーラーもありますから。来年は８月２７日が

土曜日、８月２８日が日曜日ということで３日、再来年は４日という風に、除々に増や

すのが良いと思います。素晴らしい案だと思います。

石川教育長 最初１週間と考えていたんですが、８月後半の２４日、２５日あたりに、教員の出張
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が結構あるんです。始業式にしても出張でいない先生もいるみたいな状況もありますの

で、２７日からだったら、まず出張はないだろうなというところでそれぐらいでスター

トしてみるのが良いのかなという感覚です。これは規約の変更のみでいけるので、教育

委員会で承認して頂けたら、それでできるので、来年度このような形で準備させて頂い

て、いやもっとした方が良いということになれば、その時に変更はできるのではないか

という気がします。試行というわけではないのですが、基本的にはこれでいけたらと思

います。よろしくお願いできればと思います。

委 員 夏休みの短縮について、各学校によって、全校の子どもたちの登校日があると思いま

す。昨年度あたりであれば３日間くらいの登校日であったのが、今年度の場合は５日間

くらい登校しているとお話を伺っています。そうするということは、今までも授業の時

間が足りなかったということで各学校で自主的にこのようにされていると思うんです。

５日間を短縮してということは、登校日を無くすということなんですか。

寒川教育次長 それは別のものと考えています。

石川教育長 全校登校日であるとか学年登校日は、長期の休みになりますので、子どもたちの様子

を先生方も確認しなければいけないということで、どちらにしても途中で全校登校日、

学年登校日は今までと変わらないように取るようになるかと思います。今年、試行的に

５日間くらい取れたら取ってくださいというのは、夏休みに、もし短縮した時に子ども

達にどれくらいの負担がかかるかな、というのがあったのですが、意外とそうではなか

ったようなので、短縮しながら、例えば学校によっては、自由参加で今日一緒に学習し

ませんか、ということで、子どもたちを呼んでしてというところもあるんです。それら

は別のものとして来年度以降短縮しても、それをしようという学校はして頂いても良い

と思うんです。これは、市内の小中学校全部、８月２７日から２学期をスタートします

という意味合いです。

委 員 カレンダーを見ても今年の９月末の長い連休とか、祭日が少しずつ増えていますよ

ね。

石川教育長 私の目的としては、子どもたちへもそうなんですが、先生方の負担が非常に厳しいの

で、普段の日の１週間、５日間は非常にキツくて、小学校の先生方は毎日６時、７時、

８時まで勤務しています。それも、子どもたちとふれあいを取れば取るほど、遅くなる

という現状があります。この夏休みの短縮で振り替えれるか何かできれば、ちょっとで

も負担が軽減されるかなと思っています。

委 員 もう１つ教えて頂きたいんですが、幼稚園も同じように短縮するということで、幼稚

園もそのような切羽詰まったような現状があるんですか。

石川教育長 基本的には授業時数という部分ではありません。ただ、小学校のお兄さん、お姉さん

が今日から始まっていて、幼稚園の子はまだあと５日あるよ、というのでは家庭の方で

もやりにくいのでないかということで、できることなら一緒に幼稚園もしませんかと。

幼稚園の先生にお聞きすると、その方向でということでした。その方が各家庭も動きや

すいのだろうと思うんです。

委 員 長 保護者の方は嬉しいかもしれませんね。

委 員 吉野川市の恵まれているのはエアコンがあるということです。エアコンがあるので、

暑くなったら涼しいところで学習ができます。気温に合わせて先生方がちゃんと管理し

てくださっています。それに給食も提供できるというのであったら、保護者も安心では

ないでしょうか。

委 員 私なりにいろいろな人に意見を聞いていたら、５日間というよりも１週間というのが
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１番多かったように思います。５日間が果たして良いのかどうかというのがあるわけな

んですが、この夏休みを５日間にするんですが、どこかの市がしていたように春休み、

冬休みに１日ずつ振り込むというような、もうひとつの選択肢でないのかなと思いま

す。今５日間にしておいて、来年はまた増やすというよりは最初からきちんとしたもの

を出したものが良いのではないのかな、子どもも納得するのではないかなと思います。

石川教育長 冬休みの１日短縮、いわゆる１月７日の始業式、これは可能かなという気はするんで

す。天皇誕生日が入って、冬休みも結構長いんですよ。１月７日スタートだったらいけ

るかなという気がします。ただ、春休みの４月７日というのは、４月準備の先生方にと

っては厳しいです。新しい学年を持って、すべての準備となってくると、学校組織的に

いえば４月は１日減らされたら厳しいかなというのはありますね。

委 員 夏休みを１週間短縮しても、結局、土曜日か日曜日は必ず１つは入るので、５日間の

短縮に結局はなってしまうのではないかと。

委 員 根本は子どものためか、ということですよね。教育長・教育次長の説明をお聞きしま

すとやはり子どものためということが貫かれているように思うので、指導要領の内容が

増えた、従って窮屈になった、増やさなければ対応できないのだなというのが滲みでて

いたように思います。基本的には賛成です。５日間ということで、妥当かなと思います。

委員のおっしゃるように、５日では何のための短縮かとなりかねないというのはありま

す。そのような点も考えて、していかなければと思うのですが。授業数ということで、

今までの夏休み中の登校日というのは、実質、授業には入っていなかったように思いま

す。夏休み中の確認とか、２学期にかけての準備させる心構えの時間とかいうように使

っていたと思います。授業時数ということになると、やはり短縮でとらないと、今まで

の登校日を当てていくと何にもならないと思います。教育長から説明されたとおりかな

と思います。インフルエンザによる学級閉鎖等もあり、今まではぎりぎりで、割合が高

いのにしなかったという点もあって、そういうことから考えると、取りやすいのではな

いかなと思います。

委 員 長 さまざまな意見がでましたね。日数については議論が必要かもしれませんが、とりあ

えず全員の方が「土曜授業の実施及び長期休業日の短縮の実施について」には、長期休

業の短縮の方に承認するとういうことで一致しましたので、承認します。日数について

はまた考えさせて頂いたらと思います。

それでは「学校再編について」事務局から説明をお願いします。

片山学校再編準備室長 鴨島東地区（上浦・牛島・森山）就学前児童の保護者への説明会の報告をさせていた

だきます。

牛島小学校区におきましては、１１月１２日（木）１９:００から牛島地区公民館で
参加者１１名（対象７５世帯）で行いました。その中での主なご意見といたしまして、

・再編計画では中学校の統合の後、小学校の統合を行うようであるが、中学校の統合が

遅れれば、小学校の統合も遅れることとなる。

・資料を見れば、中学校は３７年度まで２クラスであり、再編を望むとは考えにくい。

・先にこども園・小学校の統合を行うことはできないのか。

・鴨島東保育所の老朽化や水害のことを考えると早期のこども園建設を望む。

・鴨島東中の立地を考えると水害の恐れは否めない。他の候補地案は考えていないの

か。

・東中学校をそのまま小学校には規格や設計上無理であるならば、既存施設の活用とい

う考えでは無理がある。

・中学校の再編が先になると小規模で育った子がいきなり大勢の中学校に行くことにな

り、中１ギャップをより助長する恐れがある。小さい子からの再編が望ましい。

・上浦小学校が人数的にも危機感があると思う。上浦を先に牛島や森山と統合できない

か。

続きまして上浦幼稚園保護者座談会が１１月１６日（月）１５：３０～１７：００に
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行われ、そこに参加をさせていただきました。そこでのご意見として、

・計画通りに進めるなら中学校を中間地点に持ってくるなど計画の変更は考えていない

のか。

・中学校の再編には反対であるが、小学校は再編を早く進めていただきたい。

・小学校を校区外の学校に入学させたいと考えているが何らかの規定があるのか。その

場合、どのような理由・審査が必要か。上浦だけ特例を認めていただくとかは無理なの

か。

・複式学級について、担任に対して配慮はしてくれるのか。

・提案はしても、何らかの理由をつけてだめになるのがこれまでの市役所や教育委員会

の流れである。意見を聞いていただけるのか。

続きまして１１月１７日（火）１９：００～ 森山地区公民館での説明会では、参加

者１２名（対象９９世帯）で実施いたしました。

・学校再編のスケジュールはどうなっているのか。

・この６年間のうちに再編があるのであれば鴨島小へ入学させたい。

・学童の設置についても再編と併せて考えてもらいたい。

・今後もこのような会を開催する予定はあるのか。

・小学校での自転車通学も検討してもらいたい。

・こども園化と保育時間の延長を急いでもらいたい。

・施設の問題がクリアできるのなら小学校の再編を先にしてもらいたい。

などの意見が出されました。

１１月１８日（水）１９：００～ 上浦地区公民館で１５名（対象３５世帯）の

参加を得て実施いたしました。

・上浦だけを先に牛島小等に再編するということもひとつの案として検討していただけ

るのか。

・中学校の再編が決まらなければ小学校の再編は進まない計画であるが中学校について

は現在、賛成が得られないように感じている。このままの状態が続くのはどうかと思う。

・来年度の１年生は２名ほどになるように聞いている。そうすると複式学級が早まるの

か。また、解消するように努めてくれるのか。

・小学校を早く再編するために小中一貫校の検討はしないのか

・再編により学校が西に偏り、東部地区の人口減少に拍車がかかるように感じる。小中

一貫校として東中学の存続を検討していただきたい

・少子化に伴う再編計画については、このような会で説明があり大分理解してきている

が、市として人口増加計画はどうなっているのか等も説明していただきたい。

・今の状況では、上浦に入学させずに他校に入学させる親が出てきている。

・再編までは、児童数が少なくても地域の学校に行かすようにして、バラバラにならな

いようした方がええわ。再編には反対でよ、でもまあ、小学校は仕方ないわ。ただ、中

学校は残しちゃんない。なっ、中学校は残しちゃんな。おまはんの力で、残しちゃんな

い。ほうせな、すすまんわ。

などの意見が出されています。以上報告とさせていただきます。

委 員 長 ありがとうございました。この件に関しまして、ご意見・ご質問はありませんか。

今度、上浦小学校にあがる１年生の保護者が１番心配なさっていますよね。

片山学校再編準備室長 そうですね。人数的には現在５名となっていますが、実質的には５名ではないという

ことです。そうしますと、今のままだったら平成２８年度は、２年生が１２名いますの

で、１，２年生合わせますと８名以上ですので、複式にはならないのですが、平成２９

年度には２年生と３年生で１６名以下となり複式が生じます。

石川教育長 今回、今後小学校に入学する保護者の方と、いろいろなところでお話をさせてもらっ

たんですが、小学校についてはできるだけ早くやって欲しいなという意見が非常に多か

ったです。あのままでは中学校はしなければいけないでしょう、という感じなんですね。

１番ネックになっているのは、中学校で、小学校は再編しても中学校は動かさないで欲

しいという意見が多いです。それをどうしていくか。片山室長にもそれを聞かれて、素
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案を変更の方向に向けていくのかどうか、その辺りも早急にしていかなければいけない

状況になってきたかなと言う気がします。

例えば、小中一貫にするとしても、中学校を置いたままで、あの辺りに小学校を置け

るかどうかという問題が出てくるんですよね。川田の子ども園との絡みで、０歳から１

２歳までというのがきちんとできあがりかけていますよね。山瀬の方でもそのような感

じになりますよね。やはり東の方でもそういうことも考えたら、子ども園と４小学校の

バランスをどうするか。その辺りも含めて、素案は素案として早急に何か案を作らなけ

ればいけないのかなという風に考えています。

委 員 長 報告を聞いたら、鴨島東中学校だけは、鴨島第一中学校に行きたくないという、そう

いう意思が強いようには感じます。様々な意見があるので、なかなか答えを見つけにく

い状況にはありますね。

石川教育長 将来的には中学校も致し方ないだろう、という感じはあると思うんですよね。ただ、

中学校を先にもっていって、小学校がまだ統合されないままに、中学校に行くとなった

時に、例えば上浦であれば、クラスの４人５人であんな大きなところに行ったら、とい

う不安があるみたいです。それであれば、小学校が１つになって、そうなるとクラスに

２０人、３０人いるのでそこから中学校へという風に、その頃になったら、鴨島東中学

校は無くて、向こうに１つあるというくらいがいけるのかなという考え方だろうと思い

ます。なんとなく心情的にはわかるなという気がします。

今回、上浦については地域の方の反対があるかもしれないですが、修学前も含め、保

護者は危機感を持ってくれ始めているなというのを感じました。牛島は前から再編して

いく方向で考えてくれていました。森山はどのようなかなと思ってたんですが、修学前

の人たちに聞くと、どちらかというと再編ありきでお話してくれたようなので、小学校

に関してはある程度、同意して頂けるのかなという気がします。そうなってくると、中

学校だけが厳しい状況です。いろいろと委員さんにご意見をお聞きしたいなと思いま

す。設置場所のことや、中学校を残すとなると、財政的な部分もあるので、市長部局と

も相談をしたいと思います。説明会をしただけに回答が欲しいということになると思う

ので、早急に回答ができる方向にもっていかなければと思います。

委 員 長 上浦小学校の児童が牛島・森山に移れるだけの教室などの施設はあるんですか。

石川教育長 可能なだけが動くのでは、どっちに行っても建物自体は大丈夫だと思います。

委 員 長 ３つが一緒になったら、教室が足りないのですか。

石川教育長 はい。足りません。

委 員 距離的には牛島が近いですよね。ただ、国道をまたぐことになりますね。

保護者の方でも上浦の保護者が、とりあえず小学校を牛島というのであれば、私は牛

島と上浦は良いかなと思います。

委 員 いずれ小学校はあるのかなと思うのですが、中学校を持っていかれたくないという思

いが強いですね。中学校は地域のシンボルという思いがあるので。

石川教育長 次の１２月の議題として、この話をさせて頂いても良いですか。

片山学校再編準備室長 来週、森山の小学校の意見もありますので。

委 員 長 今後の協議にしたいと思います。

それでは、「教育長報告」をお願いします。

石川教育長 資料として、昨年も出させて頂きました、１０月２８日に第２回管区別教育長会でい
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ろいろな県からの意見が出ました。この資料は中学校・小学校の校長会にもこれをお配

りさせて頂いています。また目を通して頂ければと思います。

１１月に入りまして、それぞれの研修会がありました。１１月５日、県市町村教育委

員会教育委員等研修会があり、中委員長にご出席頂き、私とで行ってきました。それか

ら１１月９日、四国地区市町村教育委員会協議会があり、四国で持ち回りでやっている

んですが、今年は徳島市であるということで、徳島県内の市町村の教育委員もご参加く

ださいということで、鹿児島委員と私とで行ってきました１１月１２日、１３日に平成

２７年度市町村教育委員会研究協議会第２ブロックに出席しました。これは文部科学省

の主催で、奈良県で行われました。その３つの会の中身については、資料にまとめてい

ますので、また資料をみていただければと思います。よく出てきた言葉に、コミュニテ

ィスクールの話と、いじめについて、いじめの認知ということで、文部科学省としては、

今までの「いじめの発生件数」から「いじめの認知件数」という風に変えましたと。認

知というのは、小さな子ども同士のトラブルも横で見ていて、認知したら認知件数に入

れるということで、大事なのは件数が多いとか少ないというのではなく、それをいかに

解決していっているかということです。このことも校長会でお話させて頂きました。

遅くなりましたが、１１月３日の、市の教育表彰には委員の皆様方、ご参加頂きまして

ありがとうございました。それから、残りの学校訪問として、森山幼小、牛島幼小、飯

尾敷地幼小、鴨島第一中学校、参加頂きましてありがとうございました。あと、学校再

編に向けての鴨島東校区の説明会が主なものです。１１月２０日以降はこのような予定

になっていますので、見て頂ければと思います。以上です。

委 員 長 ありがとうございました。

それでは、「その他」について何かございますか。

井上教育総務課長 ２点ほどお願いします。１点目は、「平成２７年度市町村教育委員研究協議会」につ

いてです。これにつきましては、文部科学省の本年度からの新規事業として、教育委員

を対象に実施するということです。平成２８年１月１２日、１３日が東京、平成２８年

１月１５日が京都ということで、問い合わせてみますと手探り状態であり、年３回する

というのも今回の募集人員によって変更するかもしれないし、開催地も今後検討します

ということです。今年度につきましては新規事業ですので、予算計上できていません。

２点目は、１２月定例会です。１２月１５日、午後２時半から定例教育委員会、終了

後、第２回総合教育会議を行う予定とさせて頂きます。

また、１１月２６日、午後２時から臨時の教育委員会を予定しています。

委 員 長 「その他」について他に何かございますか。

委 員 １点、お知らせです。来年度なんですが、平成２８年４月１７日、人推協の総会があ

ります。その時に、先日ＮＨＫでも紹介されていましたが、作家をしている、ある自閉

症の青年の方が公演をして下さいます。日曜日の午後ですし、小中学校の先生方にぜひ

参加して頂ければと思います。できましたら各学校にＮＨＫで放送されたＤＶＤを回し

て見て頂ければ、なお理解が進むと思います。また教育委員会から学校現場への宣伝を

お願いします。

委 員 長 他に何かありますか。ないようですので、以上を持ちまして、吉野川市定例教育委員

会を終了致します。
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